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スケジュール

2

9：30 ～ 11：30 建設ICTとUAVについて

UC-win/Road UAVプラグインの説明

（10:30～10:40 休憩）

基本操作、飛行データ入力実習

11：30 ～ 13：10 休憩（昼食および移動、12:10出発）

13：15 ～ 13：45 セキド ショールーム見学

13：50 ～ 16：00 屋外体験： SEKIDO DJI ドローンフィールド

(セッティング、コース入力、飛行等)

16：00 ～ 16：15 質疑応答、アンケート記入

16：30 ～ 出発



UAV+VR活用による測量・計測・維持管理

Society5.0

狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、人類史上５番目の新しい社会
となるのが「Society5.0」。社会のイノベーションを通じて一人ひとりが快適で活躍
できる社会を作り出すのが目的。

Society5.0の実現には、産業用ＵＡＶ（ドローン）技術による変革も重要な存在

無人航空機（UAV)の活用
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UAV市場

2019年度の国内ドローンビジネスの市場規模は前年度比51％増の1409億円。
2020年度には前年度比37％増の1932億円に拡大(インプレス総合研究所)。

■公共事業、インフラ事業：太陽光発電、風力発電、高速道路、トンネル、などの
測量、調査

■農業関連：農薬散布、土壌調査、穀物発育況監視など

■輸送関連：小口配送、緊急搬送、部品補給

■セキュリティ関連：人命救助、レスキュー捜査支援、リスクモニタリング

■検査関連：

自然災害対応、測量・3Dマッピング

■メディア・エンターテイメント：

空撮、映画・TV、スポーツコンサート

無人航空機（UAV)の活用

http://soatassoc.org/content/project-report_20160429
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無人航空機（UAV)を用いた公共測量～UAV写真測量
～

UAVを用いた公共測量について

国土地理院では、無人航空機（UAV：Unmanned Aerial Vehicle 通称ドローン）
を測量で使用できるように、「UAVを用いた公共測量マニュアル（案）」及び「公
共測量におけるUAVの使用に関する安全基準（案）」を作成し、平成28年(2016
年)3月30日に公表しました。また、「UAVを用いた公共測量マニュアル（案）」に
つきましては、平成29年（2017年） 3月31日に改正。

これらのマニュアル（案）及び安全基準（案）は、公共測量だけでなく、国土交
通省が進めるi-Constructionに係る測量作業において適用することを前提にし
ており、測量業者が円滑かつ安全にUAVによる測量を実施できる環境を整え、
また、建設現場における生産性の向上に貢献するものである。

https://psgsv2.gsi.go.jp/koukyou/public/uav/
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無人航空機（UAV)を用いた公共測量～UAV写真測量
～

UAVを用いた公共測量マニュアル（案）

「UAVを用いた公共測量マニュアル（案）」は、UAVで撮影した空中写真を用い
て測量を行う場合における、精度確保のための基準や作業手順等を定めてい
る。

作業規程の準則（平成20年国土交通省告示 第413号）第17条第3項に規定
されている、国土地理院が定める新しい測量技術による測量方法に関するマ
ニュアルの１つ。

UAVを用いた公共測量を行う際には、本マニュアル（案）に従った作業を行うこ
とで、精度の確保を確認するための資料として使用することができる。
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写真から点群へ変換

デジタルカメラで撮影した画像は、三次元形状復元ソフトを使用して高密度な３
次元点群を抽出。

国土交通省では、これまでの情報化施工や CIMの取組みを通じ、3Dデータを
活用したICT技術の多角的な活用による建設現場の生産性向上を推進してき
た。i-Constructionは、これら従来のICT建設技術を統合し、測量・設計から施
工、維持管理に至る建設工事の全工程に幅広く導入・活用するものである。

土工分野では「起工測量」で3Dス
キャナーによる測量やドローン(UAV)
で撮った現況写真を元に高精度な3D
測量を短時間で行い、得られた3D
データを「設計」や「施工計画」に活用。

無人航空機（UAV)の活用
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i-construction3つの取り組み

■ICT技術の全面的な活用（土木）

建設の現場において、ＵＡＶやレーザースキャナーによる３次元測量、検査や
ICT 建機による自動制御施工による施工などで、高速かつ高品質な建設作業
による施工などで、高速かつ高品質な建設作業を実現。

■規格の標準化（コンクリート工）

現場打ちの効率化、プレキャストの進化。コンクリート工における規格を標準化
し、業務の効率化を図る取り組み。

■施工時期の平準化

閑散期・繁忙期の平準化による労働環境の改善。施工時期をできるだけ平準
化しようとする取り組み。

― ICT活用 ―
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― ICT活用 ―
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― ICT活用 ―
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― ICT活用 ―
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― ICT活用イメージ ―
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無人航空機（UAV)の活用

ドローンの技術課題

■非GPS環境下の自律制御

GPS電波が取れない環境でどのように自律飛行（コンピューター制御された小型
無人航空機の飛行）を実現するか。

■衝突回避

時速数十kmで高速飛行中，障害物を瞬時に検出して衝突を回避しながら目的
地まで飛べるか。

■着陸

ピンポイントランディングという課題で，数cmの誤差でどの場所でも着陸可能と
する技術。

出典：ドローン技術の現状と課題およびビジネス最前線 情報管理 2017.2. vol. 59 no. 11
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分析データのクラウド化



建設ICT最新動向

現場にフィードバックされる

― ICT活用 ―


